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　４月９日（月）、町内の小学校６校、中学校３校で入学

式が行われました。小学校へは52名の児童が、中学

校へは52名の生徒が入学しました。

　水ヶ浦小学校は今年度をもって閉校し、来年度、伊

方小学校と統合します。今年度が最後の入学式となり

ました。

【町内小中学校入学式】

水ヶ浦小学校入学式
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ぶ
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◆
伊
方
小
学
校

前
任
地　

松
前
町
立
松
前
小
学
校

　

昨
年
の
夏
、
ド
ラ
イ
ブ
で
来
た
伊

方
町
。
美
し
い
海
。
大
き
な
風
車
。

新
鮮
な
し
ら
す
。
道
路
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
様
々
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
ま
さ

か
こ
こ
で
仕
事
が
で
き
る
と
は
。
た

だ
、
伊
予
地
区
が
中
心
で
あ
っ
た
私

に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
。
学
校
や

地
域
に
早
く
慣
れ
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
。
至
ら
な
い
点
は
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前
任
地　

松
山
市
立
久
米
小
学
校

　

伊
方
町
で
勤
務
す
る
の
は
三
年
ぶ

り
に
な
り
ま
す
。
四
月
に
赴
任
し
て

か
ら
、
様
々
な
所
で
「
お
帰
り
な
さ

い
。
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
有
り
難
く
、
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
伊
方
小
学
校

に
勤
め
る
の
は
二
度
目
で
す
が
、
心

新
た
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活

動
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
水
ヶ
浦
小
学
校

前
任
地　

西
予
市
立
城
川
小
学
校

　

西
予
市
立
城
川
小
学
校
よ
り
水
ヶ

浦
小
学
校
に
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
松
本
勇
人
と
い
い
ま
す
。

　

西
予
市
宇
和
町
よ
り
通
勤
し
て
い

ま
す
。
趣
味
は
、
自
力
他
力
関
わ
ら

ず
走
る
こ
と
で
す
。
家
族
構
成
は
、

妻
と
娘
二
人
、
う
さ
ぎ
一
羽
（
男
の
子
）

で
す
。
娘
二
人
は
、
八
幡
浜
高
校
と

宇
和
中
で
長
距
離
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
土
日
は
応
援
三
昧
で
、
自
分
が

走
る
こ
と
は
休
業
中
で
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
三
崎
小
学
校

前
任
地　

松
山
市
立
み
ど
り
小
学
校

「
お
か
え
り
」

「
た
だ
い
ま
」

四
年
ぶ
り
に
伊
方
町
に
帰
っ
て
き
て
、

地
域
や
保
護
者
の
方
た
ち
の
温
か
さ

に
た
く
さ
ん
触
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
再
び
、
母
校
三
崎

小
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
わ
く

わ
く
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
で
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
子
ど

も
た
ち
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
任
地　

西
予
市
立
三
瓶
中
学
校

　

今
年
度
よ
り
、
三
崎
小
学
校
（
西

部
共
同
事
務
室
）
で
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
５
年
前
ま
で
伊
方
中
学
校
（
東

部
共
同
事
務
室
）
に
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
三
崎
方
面
の
勤
務
は
初

め
て
で
す
。
伊
方
町
は
、
自
分
の
結
婚
、

出
産
・
育
休
等
の
13

年
間
を
町
内
の

学
校
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
、
と

て
も
思
い
出
深
い
地
域
で
す
。
メ
ロ

デ
ィ
ラ
イ
ン
か
ら
望
む
四
季
折
々
の

景
色
や
、
懐
か
し
い
方
々
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
伊
方
中
学
校

前
任
地　

宇
和
島
市
立
明
倫
小
学
校

　

14

年
振
り
の
伊
方
町
勤
務
と
な
り

ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
風
景
と
懐
か
し
い
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
、
な
ん
と
か
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
役
割
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
少
し
ず

つ
深
め
、
伊
方
町
の
魅
力
を
再
発
見

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
瀬
戸
中
学
校

前
任
地　

八
幡
浜
市
立
松
柏
中
学
校

　

今
年
度
よ
り
、
瀬
戸
中
学
校
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン
の
桜
に
出
迎
え
ら

れ
て
心
安
ら
ぐ
思
い
と
と
も
に
、
初

め
て
の
伊
方
町
勤
務
に
緊
張
し
て
お

り
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

瀬
戸
内
の
美
し
い
海
を
眺
め
な
が
ら
、

精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
三
崎
中
学
校

前
任
地　

八
幡
浜
市
立
愛
宕
中
学
校

　

今
年
度
か
ら
三
崎
中
学
校
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
過
去
三
代
の
校
長

先
生
方
と
偶
然
に
も
同
じ
愛
宕
中
か

ら
の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
妻

は
三
十
年
ほ
ど
前
、
独
身
時
代
に
は

三
崎
小
学
校
の
養
護
教
諭
で
し
た
。

目
に
は
見
え
な
い
何
か
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
御
縁
を
大

切
に
し
て
、
三
崎
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
任
地　

八
幡
浜
市
立
保
内
中
学
校

　

今
年
度
か
ら
三
崎
中
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
西
宇
和
郡
に
は
、
14

年

ぶ
り
に
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
好
き

で
、
保
内
か
ら
三
崎
ま
で
の
メ
ロ
デ
ィ

ラ
イ
ン
が
、
毎
日
40

分
の
快
適
な
通

勤
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
科
の

教
師
と
し
て
、
生
徒
に
科
学
す
る
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

伊
方
町
の
教
職
員
の
一
人
と
し
て

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

松本勇人 教頭 都築史子 教諭

松本由里 教諭稲美見奈美 専門員

河野暁子 事務係長河野一郎 教諭

米田　功 校長都築伴成 教諭

学 校 通 信学 校 通 信
転入先生　こんにちは！

町外から赴任された

先生方を紹介します。
仙波　靖 教頭
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校　　長

教　　頭

事　務　長

教　　諭

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

養　　教

事務係長

主　　任

事務職員

Ａ　Ｌ　Ｔ

特　　支

〃

用　務　員

伊　方　小

明　倫　小

（育休）

伊方中学校（21名）

職　名 氏　　名 前任校

三好　美覚

山下　祐生

宮下　和昭

阿達　憲興

松本　隆

阿部　由紀子

西山　博

浅野　長武

垣内　洋範

三好　あかね

黒田　勝俊

堀内　和美

松下　智和

山口　宜子

河野　暁子

三好　さつき

山中　輝

クックリ－・ジュリア

是澤　恵理

竹内　のりこ

林　　文

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

〃

養　　教

特　　支

用　務　員

九　町　小

伊　方　中

三机小学校（9名）

職　名 氏　　名 前任校

柳　　希彦

橋本　照幸

井上　初美

古田　耕治

青石　加世子

和田　学

浅野　恵

山本　沙也佳

石崎　たつみ

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

養　　教

特　　支

用　務　員

三　机　小

伊　方　小

大久小学校（8名）

職　名 氏　　名 前任校

竹上　正也

野村　雅英

木戸　みどり

坂本　美恵子

朝井　豊記

山下　若美

髙藤　恵

稲井　亀代子

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

〃

〃

〃

養　　教

事務係長

専　門　員

主　　事

特　　支

〃

用　務　員

三　机　小

伊　方　中

みどり小

三　瓶　中

三崎小学校（15名）

職　名 氏　　名 前任校

山本　義博

田原　久嗣

井上　富子

田中　賢治

三根生　和也

大岩　文子

速水　和寛

松本　由里

梶原　ゆかり

福島　透

稲美　見奈美

山下　真以子

清水　裕枝

山下　さおり

小池　藍

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

〃

〃

〃

〃

養　　教

栄　　教

用　務　員

松　前　小

久　米　小

大　久　小

瀬　戸　中

伊方小学校（12名）

職　名 氏　　名 前任校

泉　　裕重

仙波　靖

眞柴　寿子

都築　史子

井上　久美子

阿部　雅浩

都築　希

佐々木　治彦

白石　美保

上野山　由子

井上　貴世

松平　采子

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

〃

養　　教

用　務　員

城　川　小

三　崎　小

三　机　小

水ヶ浦小学校（8名）

職　名 氏　　名 前任校

浦部　勝二

松本　勇人

三根生　民江

藤原　かよ

中元　理加

曽我　智一

市尾　香

清家　由美

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

〃

〃

〃

〃

養　　教

特　　支

〃

用　務　員

水ケ浦小

九町小学校（13名）

職　名 氏　　名 前任校

二宮　みね子

末光　礼子

田中　宏

眞矢　覚

河野　仁志

清水　秀美

菊池　真由美

野村　留美

松下　理香

石川　裕己子

楠　　千恵

古田　初恵

加藤　ふみ

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

〃

〃

〃

養　　教

Ａ　Ｌ　Ｔ

用　務　員

松　柏　中

伊　方　中

三　崎　中

瀬戸中学校（11名）

職　名 氏　　名 前任校

高田　宗典

上田　徳彦

河野　一郎

得能　明美

徳田　球貴

大石　友紀

篠澤　朋子

上甲　雅史

井上　枝美

デーン・ジョナサン

佐々木　真紀

校　　長

教　　頭

教　　諭

〃

〃

〃

〃

〃

〃

養　　教

指　導　員

Ａ　Ｌ　Ｔ

用　務　員

愛　宕　中

瀬　戸　中

保　内　中

三　崎　小

三崎中学校（13名）

職　名 氏　　名 前任校

米田　功

木戸　秀人

有馬　新太郎

河野　晃男

宮本　敬司

都築　伴成

白井　未来

加藤　知己

中島　慎二郎

井上　知子

中村　徳幸

ウェルズ・ウィリアム

松本　敬美

養　教・・・

栄　教・・・

特　支・・・

指導員・・・

ＡＬＴ・・・

「養護教諭」の略

「栄養教諭」の略

「特別支援教育支援員」の略

「教育活動指導員」の略

「外国語指導助手」の略

町内小・中学校の先生方を紹介します。
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中 央 公 民館

「
い
か
た
お
ん
が
く
ひ
ろ
ば
」

　　

４
月
６
日
（
金
）
、
「
い
か
た
お
ん
が

く
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
音
楽
を
通
じ
て
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
で
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
毎
年
春
と
夏
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
が
悪
く
、
参
加
し
て
く

れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
「
お
ん
が
く
ひ

ろ
ば
」
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
く
れ

て
い
る
親
子
が
「
ま
た
来
た
よ
ー
！
」

と
笑
顔
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
数
組
の
親
子
が
参
加
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
あ
わ
せ
て
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
楽
器
等
を

自
由
に
使
い
、
親
子
や
お
友
達
と
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
と
り
、
終
始
笑
顔
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
メ
ロ
デ
ィ
に

の
り
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
体
験
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

４
月

４
日
（
水
）
か

ら

６
日
（
金
）

の
３
日
間
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
中

央
教
室
の
「
い
か
た
お
え
か
き
ひ
ろ
ば
」
、

「
い
か
た
お
ん
が
く
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
教
室
は
川
上
ひ

と
み
先
生
（
河
内
）
に
長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
そ
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　「
い
か
た
お
え
か
き
ひ
ろ
ば
」

　　

４
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
「
い
か

た
お
え
か
き
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
教
室
は
、
小
学
生
を
対
象
に

絵
画
制
作
活
動
を
通
し
て
、
絵
を
描
き

表
現
す
る
お
も
し
ろ
さ
や
、
作
品
が
で

き
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
毎

年
春
に
募
集
が
あ
る
全
国
「
か
ま
ぼ
こ

板
の
絵
」
展
覧
会
へ
作
品
を
出
展
し
て

い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
昨
年
よ
り
も
参
加
者
が
多

く
、
久
し
ぶ
り
に
賑
や
か
な
教
室
に
な

り
ま
し
た
。

　

真
剣
に
か
ま
ぼ
こ
板
に
向
か
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
川
上
先
生
の
熱
心
な

指
導
も
あ
り
、
絵
の
描
き
方
や
色
の
塗

り
方
等
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
作

品
を
仕
上
げ
、
よ
り
良
い
作
品
が
完
成

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
一
つ
で
も
多
く
入
賞
作

品
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
お
い

て
昨
年
の
展
覧
会
へ
出
展
し
た
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
近
く

に
来
た
際
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

いかたおえかきひろば・いかたおんがくひろば
～ 中央教室開催 ～
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レ
ク
バ
レ
ー
大
会
で
交
流

レ
ク
バ
レ
ー
大
会
で
交
流

元
学
校
医

山
下
康
喜
先
生
に
感
謝
状

〜
伊
方
町
体
育
協
会　

レ
ク
バ
レ
ー
部
〜

ら
計
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
の
中
で
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
た
プ
レ
ー
や
笑
い
が
あ
る

プ
レ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流
と
し
て
も

大
会
と
し
て
も
良
い
一
日
を
み
な
さ
ん
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
（
日
）
、
伊
方
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
12

回
伊
方
町
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
レ
ク
バ
レ
ー
愛
好
会
の

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
始

ま
っ
た
大
会
で
す
。

　

当
日
は
、
町
内
を
は
じ
め
八
幡
浜
市
か

　

今
年
３
月
末
を
持
っ
て
学
校
医
を

退
職
さ
れ
た
山
下
康
喜
先
生
（
三
崎

在
住
）
に
伊
方
町
教
育
委
員
会
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
40

年
の
長
き
に
わ
た

り
、
旧
三
崎
町
、
合
併
後
は
三
崎
地

域
で
本
町
の
学
校
医
と
し
て
学
校

保
健
に
尽
力
さ
れ
児
童
生
徒
の
健

康
安
全
の
改
善
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健

康
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

〈参加チーム〉

　・八幡浜市役所

　・さくら♡

　・アンポンタン

　・シュークリーム

　・with BIG　　

　・Ｏ.Ｂ.Ｌ

大会結果

 【優勝】アンポンタン

 【２位】さくら♡

 【３位】シュークリーム【優勝チーム　アンポンタン】

伊方町人材育成事業の募集伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業ののののののののののののののののののののののののの募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集伊方町人材育成事業の募集

◆目　的

　地域活性化の担い手となるため、意欲的に学習及び

研修に参加する個人または団体に経費の全部または一

部を助成することにより、有用な人材の育成を図るこ

とを目的とする。

◆応募資格

　この事業の目的を理解し、意欲的に参加を希望する

者で、次に掲げる要件を満たすものとする。

　・町内に在住し、１年以上を経過した者、またはそ

の家族が伊方町内に居住している者であること

　・町税を完納していること

　・現在及び将来、地域・職場及び団体等において活

発な行動がきたいできる者であること

◆募集人員

　・地域リーダー育成事業

　・技術修得事業

　・海外研修事業

　・その他特に人材育成に寄与すると認められる事業

◆募集期間

　６月末までにご応募ください。

※詳しい内容については、生涯学習室（38-2661）

　までお問い合わせください。
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…おはなし会 …休館日

5月 図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29

����������������������������������������������������
～ 5月のおはなし会 ～

日時 ： 12日（土）・26日（土）午後1時30分～

場所 ： 図書館　おはなしコーナー

対象 ： どなたでも参加できます♪

絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを

聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

◆期間：４月２４日（火）～５月１３日（日）

◆しかけ絵本展

　　めくるたびに不思議な世界が広がるしかけ絵本の世界へようこそ。

◆2018年伊方町立図書館おすすめ図書

　　図書館員がおすすめする本を展示しています。おすすめ図書のリストも配布中です。

　伊方町共同募金委員会よ

り、児童 用図書資 料70点

を寄贈していただきました。

今回いただいた資料は、地

域や家庭での読み聞かせや

読書の時間、学校の調べ学

習など、子どもの読書活動

に幅広く活用されます。

児童書を寄贈していただきました

伊方町共同募金委員会よ

児児児児児児児児児童童童童童童童童書書書書書書書書をををををををををを寄寄寄寄寄寄寄寄寄贈贈贈贈贈贈贈贈しししししししししししてててててててててていいいいいいいいいたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだききききききききまままままままままましししししししししししたたたたたたたたたたた児童書を寄贈していただきました

2018年・第60回こどもの読書週間

「はじまるよ！ 本のカーニバル」イベント開催中!!

◆期間：４月２４日（火） ５月１３日（日）

2222222222000000011111188888888年年年年年年年年年年・・・・・・第第第第第第第第第第66666600000回回回回回回こここここここどどどどどどどどどどもももももももももものののののののののの読読読読読読読読読読書書書書書書書週週週週週週週間間間間間

「「「「「「はははははははじじじじじじじじじじまままままままままるるるるるるるるよよよよよよよよよよよ！！！！！！！ 本本本本本本本本本本本ののののののののののカカカカカカカカカカカーーーニニニニニニニニニバババババババババババルルルルルルルルル」」」」」」」」」」イイイイイイイイイイイベベベベベベベベンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトト開開開開開開開開催催催催催催催中中中中中中中中中中!!!!!!!!!!!!!

2018年・第60回こどもの読書週間

「はじまるよ！ 本のカーニバル」イベント開催中!!

新着図書

『魔力の胎動』

『青空と逃げる』

『震える教室』

『オリンピックへ行こう!』

『ウィステリアと三人の女たち』

『庭』

『オリジン』（上・下巻）

『十津川警部九州観光列車の罠』

『悲球伝』

『花のいのち』

『物語のなかとそと』

『夢を生きる』

『俳句の誕生』

東野　圭吾／著

辻村　深月／著

近藤　史恵／著

真保　裕一／著

川上　未映子／著

小山田　浩子／著

ダン・ブラウン／著

西村　京太郎／著

西尾　維新／著

瀬戸内　寂聴／著

江國　香織／著

羽生　結弦／著

長谷川　櫂／著

ほか

『そらからぼふ～ん』

『うみべのこねこ』

『たぬきの花よめ道中』

『さやかちゃん』

『おかわりへの道』

『あぶないエレベーター』

『おじいちゃんとおかしな家』

『さいごの海賊と妖怪牛鬼』

『殿さまの茶わん』

『SNSトラブル連鎖』

『小説映画ちはやふる 結び』

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

平成２９年度共同募金受配図書

高畠　那生／作

宇野 克彦／作、西川 おさむ／絵

最上 一平／作、町田 尚子／絵

くすのき しげのり／作、こば ようこ／絵

山本　悦子／作

牧野 節子／作、鈴木 アツコ／絵

西　美音／作

野田　道子／作

小川　未明／作、古志野　実／絵

NHK「オトナヘノベル」制作班／編

末次　由紀／原作

ほか

《一般書》 《児童書》

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時

 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）

 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日

 ■返却について

 　 町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の

 　 返却ができます。

  伊 方 町 立 図 書 館（伊方町生涯学習センター 2 階）

  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地　TEL（0894）38-0607
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佐田岬半島の自然

スライド上映会

佐田岬半島の自然

スライド上映会

伊方杜氏の酒造用具を調査!!伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊方方方方方方方方方杜杜杜杜杜杜杜杜杜氏氏氏氏氏氏氏氏氏ののののののののの酒酒酒酒酒酒酒酒酒造造造造造造造用用用用用用具具具具具具ををををををををを調調調調調調調査査査査査査査!!!!!!!!!!伊方杜氏の酒造用具を調査!!

5月23日（水）19時～

今月のテーマ

「登ろうや無名１０低山」

※入場無料・お気軽にお越しください。

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）
38
ー

２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:

30
〜
16
:

30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

156

　３月２５日から２７日、別府大学段上先

生と学生・院生が生涯学習センターの伊

方杜氏資料館の酒造用具を調査しました。

調査には、現役杜氏の兵頭大市さん（伊

方越）にもお越し頂いて、酒造りの過程

に沿って道具を記録しながら杜氏の技を

辿って行きました。

（第131回）

　

今
年
は
明
治
維
新
一
五
〇
年
。

「
維
新
の
十
傑
」
と
言
わ
れ
た
幕

末
〜
維
新
期
の
志
士
た
ち
の
う

ち
、
実
際
に
佐
田
岬
半
島
を
訪

れ
て
い
た
人
物
が
二
人
い
ま
す
。

　

一
人
は
大
久
保
利
通
﹇
一
八

三
〇―

一
八
七
八
﹈
。
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
、
前
年
に
起
き
た

禁
門
の
変
と
第
一
次
長
州
征
討

を
受
け
て
、
当
時
の
大
久
保
一

蔵
（
利
通
）
は
、
京
へ
上
り
朝
廷

に
長
州
へ
の
寛
大
な
処
置
を
求

め
て
働
き
か
け
ま
し
た
が
実
現

せ
ず
、
再
び
鹿
児
島
へ
の
帰
途

に
着
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
途

中
三
月
二
八
日
夜
四
ツ
時
（
午

後
一
〇
時
頃
）
に
三
机
に
碇
泊

し
て
い
ま
す
。

『
大
久
保
利
通
日
記
』
に
よ
れ
ば
、

廿
八
日
三
机
湊
に
と
ゝ
ま
り
て

い
く
山
河
へ
た
て
た
る
よ
の
夢

な
れ
は
み
や
こ
故
郷
ゆ
く
え
し

ら
波

と
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
幾
つ

も
の
山
河
を
越
え
て
都
か
ら
故

郷
薩
摩
へ
向
か
う
一
蔵
の
目
の

前
の
暗
い
海
に
白
波
が
立
っ
て

い
る
と
い
っ
た
情
景
で
し
ょ
う

か
。
翌
日
に
は
三
机
を
発
っ
て

佐
賀
関
へ
向
か
い
ま
す
が
、
こ

の
翌
年
、
薩
長
同
盟
が
結
ば
れ
、

第
二
次
長
州
討
伐
に
も
薩
摩
は

出
兵
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
う
一
人
は
江
藤
新
平
﹇
一

八
三
四―

一
八
七
四
﹈
。
時
は
流

れ
明
治
。
新
政
府
が
樹
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
に
征
韓
論
争
に
敗
れ
参
議

を
辞
し
て
下
野
し
た
江
藤
は
、

翌
年
二
月
、
故
郷
の
佐
賀
で
不

平
士
族
た
ち
に
よ
る
初
の
大
規

模
反
乱
「
佐
賀
の
乱
」
の
首
謀
者

の
一
人
と
し
て
武
装
蜂
起
し
ま

す
。
し
か
し
政
府
に
鎮
圧
さ
れ
、

敗
走
し
て
高
知
へ
向
か
う
途
中
、

佐
賀
関
か
ら
正
野
、
さ
ら
に
三

崎
へ
と
上
陸
し
た
よ
う
で
す
。

三
崎
で
は
隅
田
屋
と
い
う
造
り

酒
屋
に
泊
ま
り
、
そ
の
お
礼
に

鉛
筆
を
与
え
、
当
時
人
々
が
木

を
削
っ
て
字
を
書
く
も
の
と
珍

し
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後

山
越
え
に
名
取
を
通
っ
て
大
久

か
ら
船
に
乗
り
、
さ
ら
に
湊
浦

で
は
「
梅
田
」
と
い
う
旅
館
に
泊

ま
り
、
三
月
一
五
日
に
八
幡
浜

に
上
陸
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

政
敵
と
さ
れ
た
大
久
保
利
通

と
江
藤
新
平
。
二
人
と
も
年
代

は
違
え
ど
奇
し
く
も
同
じ
三
月

に
佐
田
岬
を
そ
れ
ぞ
れ
正
反
対

の
方
向
に
通
過
し
て
行
き
ま
し

た
。
う
ら
ら
か
な
春
を
目
前
に

し
て
、
孤
高
の
太
陽
と
荒
ぶ
る

海
の
は
ざ
ま
で
細
長
く
大
地
を

繋
い
だ
半
島
の
光
景
は
、
二
人

の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
見
続

け
て
き
た
佐
田
岬
半
島
は
、
今

ま
た
私
た
ち
の
時
代
の
新
し
い

第
一
歩
を
、
期
待
を
込
め
て
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献 

『
瀬
戸
町
誌
』
、『
大
久

保
利
通
日
記
』（
日
本
史
籍
協
会

叢
書
二
六
）（
一
九
二
七
年
刊
、
一

九
六
九
年
復
刻
）
、
谷
本
市
郎
「
江

藤
新
平
八
幡
浜
上
陸
に
就
て
」

『
伊
予
史
談
』
一
〇
七
号
（
一
九
四

一
年
）
、
岡
村
豊
「
伊
予
路
を
走
る

江
藤
新
平
」（
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
①
）『
広
報
伊
方
町
』
三
七

一
号
（
一
九
九
三
年
）
等

志
士
た
ち
と
佐
田
岬

◆ 今月のきょうどかん ◆

＝休館日＝夜スライド上映

◆ 今月のきょうどかん ◆

2018年 5月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29
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◇開催期間：５月10日

◇曜　　日：第２水曜日

◇受　講　料：5００円

◇時　　間：19：00 ～ 19：50

◇定　　員：１０名

◇対　　象：一般成人男女

◇申込方法：事前にお電話か来館して申込み

　　　　　　下さい。

日

常

生

活

と

「

六

曜

」

日

常

生

活

と

「

六

曜

」

生
涯
学
習
室　

社
会
教
育
指
導
員　

長
野　

照
道

308

　

結
婚
式
は
「
大
安
」
に
と
か
、
葬
儀

は
「
友
引
」
を
避
け
て
と
か
、
日
常
の

生
活
に
「
六
曜
」
は
深
く
入
り
込
ん
で

い
ま
す
。

　

「
六
曜
」
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

そ
の
伝
来
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
名
称
、
順
番
、
解
釈

を
変
え
な
が
ら
幕
末
時
代
に
現
在
の
形

と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
っ
て
、
吉
凶
付
き
の

暦
注
は
迷
信
で
あ
る
と
し
て
、
政
府
は

こ
れ
ら
を
一
切
禁
止
し
ま
し
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
政
府
に
よ
る
統
制

が
な
く
な
っ
た
の
で
、
民
間
に
広
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
仏
滅
」
や
「
友
引
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
の
で
何
と
な
く
仏
教
に
関
係
が

　

結
婚
式
は
「
大
安
」
に
と
か
、
葬
儀

は
「
友
引
」
を
避
け
て
と
か
、
日
常
の

生
活
に
「
六
曜
」
は
深
く
入
り
込
ん
で

い
ま
す
。

　

「
六
曜
」
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

そ
の
伝
来
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
名
称
、
順
番
、
解
釈

を
変
え
な
が
ら
幕
末
時
代
に
現
在
の
形

と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
っ
て
、
吉
凶
付
き
の

暦
注
は
迷
信
で
あ
る
と
し
て
、
政
府
は

こ
れ
ら
を
一
切
禁
止
し
ま
し
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
政
府
に
よ
る
統
制

が
な
く
な
っ
た
の
で
、
民
間
に
広
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
仏
滅
」
や
「
友
引
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
の
で
何
と
な
く
仏
教
に
関
係
が

あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
し
、
先
勝
↓

友
引
↓
先
負
↓
仏
滅
↓
大
安
↓
赤
口
と

規
則
正
し
く
並
ん
で
い
た
も
の
が
突
然

順
番
が
途
切
れ
た
り
、
同
じ
日
の
「
六

曜
」
が
年
に
よ
り
月
に
よ
っ
て
違
っ
て

い
た
り
し
て
神
秘
性
が
あ
る
こ
と
も
人

気
が
あ
る
一
因
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
六
曜
」
は
仏
教
と
は
全

く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
占
い
の
陰
陽
道
に
関
係
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
突
然
順
番
が
途
切

れ
る
の
は
旧
暦
の
最
初
の
日
は
あ
ら
か

じ
め
「
六
曜
」
が
固
定
さ
れ
て
い
る
の

で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
順
番
が
ど
う
あ
れ
、
旧
暦

の
一
月
と
七
月
の
最
初
の
日
は
「
先
勝
」
、

二
月
と
八
月
は
「
友
引
」
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
「
六
曜
」
は
宗
教
性
も
神

秘
性
も
な
い
迷
信
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
人
が
そ
う
言
っ

て
い
る
か
ら
、
し
て
い
る
か
ら
と
い
う

こ
と
で
何
と
な
く
行
動
し
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

世
間
の
一
般
的
な
考
え
方
に
同
調
す

る
前
に
自
分
自
身
で
真
実
を
確
か
め
る

習
慣
を
身
に
着
け
、
間
違
っ
た
情
報
に

よ
る
差
別
の
発
生
を
防
ぎ
た
い
も
の
で

す
。

〈
四
国
電
力
㈱
人
権
教
育
基
本
研
修
よ
り
〉 

あ
る
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友
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。

　

し
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し
、
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は
仏
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と
は
全

く
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が
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せ
ん
。
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う
と
占
い
の
陰
陽
道
に
関
係
し
て
い
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そ
う
で
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。
ま
た
突
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順
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が
途
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る
の
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の
最
初
の
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は
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か

じ
め
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が
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定
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れ
て
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る
の

で
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の
よ
う
な
こ
と
が
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こ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
順
番
が
ど
う
あ
れ
、
旧
暦

の
一
月
と
七
月
の
最
初
の
日
は
「
先
勝
」
、

二
月
と
八
月
は
「
友
引
」
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
「
六
曜
」
は
宗
教
性
も
神

秘
性
も
な
い
迷
信
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
人
が
そ
う
言
っ

て
い
る
か
ら
、
し
て
い
る
か
ら
と
い
う

こ
と
で
何
と
な
く
行
動
し
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

世
間
の
一
般
的
な
考
え
方
に
同
調
す

る
前
に
自
分
自
身
で
真
実
を
確
か
め
る

習
慣
を
身
に
着
け
、
間
違
っ
た
情
報
に

よ
る
差
別
の
発
生
を
防
ぎ
た
い
も
の
で

す
。

〈
四
国
電
力
㈱
人
権
教
育
基
本
研
修
よ
り
〉 

☆大人の水泳教室☆☆大人のの水水泳教室☆☆☆大人の水泳教室☆
泳げない方、泳ぎが苦手な方を対象に、クロール

を練習いたします。泳げない方でも安心してご参

加ください。

お問い合わせは、伊方スポーツセンター　電話３８ー１１００または３８－０７７６へ

初心者対象のトレーニング教室です。

サーキットトレーニングをおこないます。

☆日　時　 毎週水曜日　19：00～20：20

　　　　　 １期４回の教室になります。

　　　　　 １期（1ヶ月）ごとの申し込みになります。

☆場　所　 伊方スポーツセンター３階

　　　　　 トレーニング室

☆定　員　 13名程度

☆受講料　 ２,０００円（１期４回）

トレーニング教室トレーニング教室トレーニング教室

���
��

���
��

���
��

���
��
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俳
　
句

俳
　
句

伊
方
俳
句
会

北
斗
の
会

あ
み
だ
句
会

瀬
戸
句
会

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

　花火で遊ぶ従兄弟のニブルスにジェリーは大苦戦

　そんな中、トムとネズミたちの花火合戦が始まった

5月12日（土）　DVD上映会を行います。

　　○場　　所　児遊館内

　　○上映時間　１回目　１０：００～ 

　　　　　　　　２回目　１４：００～

●DVD上映会

5月26日（土）午後２時から、工作教室を行います。             

　四角い布の四すみをリボンで結ぶと立体的な

　トレーに変身！　さあ　キミなら何を入れる？

●工作教室

【お問い合わせ】伊方町生涯学習センター内

児遊館　３８－２６６８

※参加費は無料です。

※写真は、イメージです。

「トムとジェリー　花火はすごいぞ！！」 

「リボンのミニトレーをつくろう」

渡
辺
日
出
子
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上　
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香

上　

田　

益　

男

二
宮
壽
賀
子

宇
都
宮
睦
子

木　

戸　

悦　

子

足　
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敦　

子

篠　

川　

光　

加

尾
崎
多
喜
男

佐
々
木　

煦

吉　

見　

福　

子

佐
々
木　

子

髙　

橋　

明　

寛

髙　

橋　

純　

子

髙
橋
茉
理
乃

山　

内　

智　

子

山　

内　

英　

都

井
上
奈
津
子

佐
々
木
順
子

藤
村
冨
士
子

毛　

利　

光　

子

伊　

藤　

植　

美

阿
部
ヨ
シ
子

松　

本　

光　

子

宮
部
タ
ミ
ヱ

玉　

里　

宏　

子

平　

尾　

由　

賀

宮
本
喜
美
子

加　

藤　

尚　

子

上
本
タ
ケ
子

山　

本　

幸　

子

中
村
ま
ゆ
み

山
畑
と
み
子

山　

本　

久　

吉

中　

村　　
　

孝

梶　

谷　

栄　

一

髙　

月　　
　

仁

お
手
玉
の
唄
と
八
十
八
夜
か
な

誘
わ
れ
て
花
見
で
踊
る
安
来
節

石
蕗
剥
い
で
父
母
偲
び
子
等
想
う

春
か
す
み
島
影
に
消
ゆ
連
絡
船

労
わ
る
る
ば
か
り
の
生
活
花
は
葉
に

新
道
路
完
成
め
で
た
し
桜
舞
ふ

大
椿
眞
紅
で
染
め
る
通
学
路

恋
人
に
故
郷
自
慢
の
花
蜜
柑

一
滴
が
光
り
と
な
り
ぬ
大
氷
柱

蜜
蜂
の
遊
ぶ
藤
房
揺
れ
止
ま
ず

慰
霊
祭
宮
司
の
祈
り
御
霊
ま
う

兜
太
の
句
出
会
い
し
時
や
永
訣
す

若
き
日
の
野
を
駆
け
追
ひ
ぬ
落
雪
雀

柚
子
浮
か
べ
男
湯
水
を
溢
れ
さ
す

柑
橘
の
溢
れ
る
頃
や
わ
が
里
は

若
者
に
席
譲
ら
れ
て
春
に
入
る

二
の
丸
の
葵
の
紋
の
う
ら
ら
け
し

 

二
の
丸
の
襖
絵
眩
し
春
さ
中

春
場
所
や
幟
は
た
め
く
わ
が
街
に

天
も
地
も
さ
く
ら
さ
く
ら
や
美
し
国

蕗
の
薹
活
け
て
食
卓
和
ら
げ
り

風
光
る
飛
行
機
光
り
て
西
空
へ

一
斉
に
祈
り
の
如
く
白
木
蓮

春
嵐
過
ぎ
ゆ
く
日
々
の
速
さ
か
な

も
え
ぎ
彩
野
辺
の
あ
た
り
は
も
う
弥
生

ほ
ほ
な
で
る
何
や
ら
嬉
し
春
の
風

怪
我
も
ま
た
一
頁
に
あ
り
日
記
果
つ

桜
鯛
釣
糸
な
が
し
瀬
戸
の
海

咲
き
み
ち
て
桜
さ
く
ら
の
佐
田
岬

バ
ス
で
行
く
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
デ
ビ
ュ
ー
の
春

春
め
く
や
君
に
会
う
日
の
白
い
シ
ャ
ツ

春
の
色
菜
の
花
ば
た
け
子
等
の
声

東
京
に
寒
波
が
下
り
て
雪
に
な
り

冬
空
に
き
れ
い
な
虹
が
輪
を
描
く

落
葉
樹
裸
で
頑
張
り
春
を
待
つ

初
孫
は
年
玉
袋
も
お
も
ち
ゃ
な
り

ふ
き
の
と
う
見
つ
け
て
テ
ン
プ
ラ
舌
づ
つ
み

風
吹
け
ば
こ
の
葉
返
り
て
白
く
な
る

孫
達
に
今
年
も
遣
れ
た
お
年
玉

冬
桜
水
面
に
写
す
あ
み
だ
池

夕
告
げ
る
チ
ャ
イ
ム
の
み
こ
む
冬
の
闇

や
す
ぎ
ぶ
し

み
た
ま

ふ
き

は
る
あ
ら
し

や

や
み

い
ろ

け

が

ぺ
ー
じ

と
う

い

と
う
た

え
い
け
つ

ふ
じ
ふ
さ

つ　

わ　

は

こ　

ら

く
ら
し


